
演習問題集４年下第７回・くわしい解説

※ 数直線を書いたり，表を書いたりして解きましょう。
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

反復問題（基本） 1 (1)

このような問題では，「文字の種類が少ない式」から考えていきます。

Ａ－Ｂ－Ｃ＝Ｅ では，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｅの 4種類の文字が登場しています。

Ｂ×Ｂ＝Ｄ では，Ｂ，Ｄの 2種類の文字が登場しています。

Ａ＋Ｃ＝Ａ では，Ａ，Ｃの 2種類の文字が登場しています。

文字の種類が少ない式は，Ｂ×Ｂ＝Ｄ，または，Ａ＋Ｃ＝Ａ です。

まず Ａ＋Ｃ＝Ａ から考えていきます。

ＡにＣを加えてもＡのままなので，Ｃは0です。

次に，Ｂ×Ｂ＝Ｄ について考えます。

Ｃが 0ですからＢは0ではないので，まずＢを 1にしてみます。

Ｂ×Ｂ＝Ｄ ですから，Ｄ＝1×1＝ 1 になり，ＢもＤも 1になるのでおかしいです。

次に，Ｂを 2にしてみます。

Ｂ×Ｂ＝Ｄ ですから，Ｄ＝2×2＝ 4 になり，これはＯＫです。

Ｂを 2よりも大きくすると，Ｄは 4よりも大きくなり，おかしいです。

よって，Ｂ＝ 2，Ｄ＝ 4 であることがわかりました。

残っている文字はＡ，Ｅで，残っている数は 1，3です。

Ａ－Ｂ－Ｃ＝Ｅ で，Ｂ＝ 2，Ｃ＝ 0 ですから，Ａ－ 2－ 0＝Ｅ となります。

よって，Ａ＝ 3，Ｅ＝ 1です。

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅは，それぞれ 3，2，0，4，1です。
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

反復問題（基本） 1 (2)

右の図のような数直線を書いて，

問題の内容を書きこんでいきます。

問題に，「ＤはＢより大きい」と

書いてあったので，Ｂを左側に，

Ｄを右側にして，点を書いておき

ます。

次に，「ＡはＣより大きい」と書いてありましたが，すでに図に書きこんであるのはＢ

とＤのみで，ＡやＣは書いてないので，とりあえず無視します。

次に，「ＤはＣよりも小さい」と

書いてありました。

ＣはＤより大きいのですから，

Ｄの右側に，Ｃを書きます。

次に，無視していた「ＡはＣより大きい」

を考えます。

ＡはＣより大きいのですから，Ｃの右側

に，Ａを書きます。

Ａ～Ｄは，小さい方から，Ｂ，Ｄ，Ｃ，Ａ となることがわかりました。

大きい小さい

大きい小さい
Ｂ Ｄ

大きい小さい
Ｂ Ｄ Ｃ

大きい小さい

Ｂ Ｄ Ｃ Ａ
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

反復問題（基本） 1 (3)

右の図のような数直線を書いて，

問題の内容を書きこんでいきます。

ＡはＢより 5才年上ですから，

右の図のように，ＡをＢよりも

5才ぶんだけ右に書きます。

ＢはＤより 8才年下ですから，

右の図のようになり，

ＤはＡよりも，8－5＝3（才）年上です。

また，ＣはＤよりも 6才年下なので，

ＡとＣの年令の差は，6－3＝ 3（才）です。

年上年下

年上年下

ＡＢ

5

年上年下

Ａ ＤＢ

5
8

年上年下

Ａ ＤＢ

5 3
8

年上年下

Ｃ ＤＢ

5 3
8

6
Ａ

年上年下

ＡＣ ＤＢ

5 3
8

6
3
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

反復問題（基本） 1 (4)

右の図のような数直線を書いて，

問題の内容を書きこんでいきます。

ＤはＣより左にあり，

ＡはＣより右にあります。

ＤのとなりにあるボールはＢだけなので，

もし右の図のようになっていたら，Ｄの左ど

なりにＢ，Ｄの右どなりにＣがあり，Ｄのと

なりにはＢとＣがあることになり，ダメです。

右の図のように，Ｄが左はしにあったら，

ＤのとなりはＢだけになるのでＯＫです。

よって，ならび順は，左からＤ，Ｂ，Ｃ，Ａです。

ＣＤ ＡＢ

ＣＤ ＡＢ

ＣＤ Ａ

ＣＤ

右左

右左

右左

右左

右左



- 6 -

演習問題集４下第７回 くわしい解説

反復問題（基本） 1 (5)

右のような表に○，×を書きこんで，解いていきます。

Ａ君は「ぼくは２位じゃない」と話していますから，

Ａ君の２位のところを×にします。

Ｃ君は「ぼくの次にＡ君がゴールした」と話していますから，

Ｃ君が４位ということはありません。また，Ａ君が１位という

こともありません。

Ａ君は３位か４位になりますから，Ｃ君は２位か３位です。

よってＣ君が１位になることはありません。

Ｄ君は「ぼくは１位でも４位でもない」と話していますから，

Ｄ君の１位と４位のところに×をつけます。

ん。

この表の１位のところを見ると，Ａ君，Ｃ君，Ｄ君は１位では

ありません。

もしＢ君も１位でなかったら，１位の人がいなくなってしまいます。

よって，Ｂ君が１位であることがわかりました。

（次のページへ）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

×

×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

×

× ×

×

×

× ×

×
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

Ｂ君は１位に決まりましたから，Ｂ君は２位でも３位でも

４位でもありません。

そこで表のように，Ｂ君の２位，３位，４位のところを，×に

します。

この表の４位のところを見ると，Ｂ君，Ｃ君，Ｄ君は４位では

ありません。

もしＡ君も４位でなかったら，４位の人がいなくなってしまいます。

よって，Ａ君が４位であることがわかりました。

Ａ君の３位のところは×になります。

Ｃ君とＤ君は，２位か３位です。

Ｃ君は，「ぼくの次にＡ君がゴールした」と話しています。

そのＡ君が４位なのですから，Ｃ君は３位です。

よってＤ君は２位です。

Ａ君，Ｂ君，Ｃ君，Ｄ君の４人の順位は，

それぞれ４位，１位，３位，２位になります。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

×

× ×

× ×

×

○ × × ×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

×

× ×

× ×

×

○ × × ×

○×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

×

× ×

× ×

×

○ × × ×

○×

○×

×○
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

反復問題（基本） 2

(1) ④に，「Ｅはイの席にすわっている」と書いてありましたから，

Ｅをイの席にすわらせます。

また，③に，「Ｃの両どなりにはＤとＦがすわっている」と

書いてありました。

つまり，「ＤＣＦ」か，「ＦＣＤ」とすわっているわけです。

「ＤＣＦ」にしても「ＦＣＤ」にしても，3人連続ですわらせ

る必要があるので，Ｄ，Ｃ，Ｆは，エオカの席の方にすわらせる

ことになります。

よって，Ｃはオの席にすわることが決定し，エとカには，Ｄか

Ｆがすわることになります。

(2) ①に，「Ａの左にはだれもいない」と書いてありましたか

ら，Ａはウかエです。

（全員，テーブルの方を向いてすわっていることに注意

しましょう。たとえばエにすわっている人にとっては，

右にはＣがすわり，左にはだれもすわっていません。）

ところがエにはＤかＦがすわることになっているので，

Ａはウにすわることになります。

②に，「Ｂの正面にはＦがすわっている」と書いてありました。

つまりＢとＦは向かい合ってすわっているのですから，アはＢ，

エはＦがすわっています。

Ａ，Ｂ，Ｄ，Ｆの席は，それぞれ ウ，ア，カ，エ になります。

ア Ｅ ウ

エ オ カ

テーブル

ア Ｅ ウ

エ Ｃ カ

テーブル

ＤかＦ

ア Ｅ Ａ

エ Ｃ カ

テーブル

ＤかＦ

Ｂ Ｅ Ａ

Ｆ Ｃ カ

テーブル

ＤかＦ

Ｂ Ｅ Ａ

Ｆ Ｃ Ｄ

テーブル
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

反復問題（基本） 3

(1) 10から18まで9個の整数の和は，(はじめ＋おわり)×個数÷2＝(10＋18)×9÷2＝ 126

です。

どのたての列の和も，同じです。

たて 3列の合計が126ですから，たて 1列の和は，126÷3＝ 42 です。

(2) 右の表の 10＋ウ＋18＝42 なので，ウ＝42－(10＋18)＝ 14 です。

また，13＋18＋カ＝42 なので，カ＝42－(13＋18)＝ 11 です。

ななめに見て，ア＋ウ＋カ＝42 です。

ウ＝14，カ＝11 ですから，ア＝42－(14＋11)＝17 です。

17＋イ＋13＝42 なので，イ＝42－(17＋13)＝12 です。

17＋10＋エ＝42 なので，エ＝42－(17＋10)＝15 です。

エ＋オ＋11＝42 なので，オ＝42－(15＋11)＝16 です。

右の表のように，すべてのマスの数がわかりました。

10 18

13

ア イ

カ

10 ウ 18

エ オ

13

17 イ 13

10 14 18

エ オ 11

17 12

10 14 18

15 16 11

13
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

反復問題（基本） 4 (1)

Ａは（Ｂ，Ｃ，Ｄと）3試合します。

Ｂは（Ａ，Ｃ，Ｄと）3試合します。

Ｃは（Ａ，Ｂ，Ｄと）3試合します。

Ｄは（Ａ，Ｂ，Ｃと）3試合します。

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄとも 3試合するので，3×4＝ 12（試合）になりそうですが，たとえ

ば「Ａ対Ｂの試合」と「Ｂ対Ａの試合」は，同じ試合のことです。

このように，12試合すべてがダブッているので，本当の試合数は，12÷2＝ 6（試合）

になります。

※ 4チームぐらいなら，全部の試合を書いてしまっても，たいしたテマではありま

せん。

Ａ対Ｂ，Ａ対Ｃ，Ａ対Ｄ，Ｂ対Ｃ，Ｂ対Ｄ，Ｃ対Ｄの，6試合です。
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

反復問題（基本） 4 (2)

右のような表を書いて，解いていきます。

「Ａ対Ａ」などの試合はありえないことに注意しましょう。

Ｄは全勝ですから，「ＤはＡに勝ち」，「ＤはＢに勝ち」，

「ＤはＣに勝ち」ます。

また，逆に，「ＡはＤに負け」，「ＢはＤに負け」，「Ｃは

Ｄに負け」ました。

ＡはＢとの試合で勝ったのですから，「ＡはＢに勝ち」，

逆に「ＢはＡに負け」ました。

Ａは 1勝 2敗だったのですから，「ＡはＣに負け」，

逆に「ＣはＡに勝ち」ました。

もし，ＢがＣに勝ったとしたら，Ｂは1勝 2敗になり，Ａと

同じ勝ち数になります。

しかし問題には「勝ち数が同じチームはありません」と書いてあったのですから，「Ｂ

はＣに負けた」ことになり，逆に，「ＣはＢに勝った」ことになります。

よって，Ｂ対Ｃの試合では，Ｃが勝ちました。

は
に

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

は
に

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

×

○ ○ ○

×

×

は
に

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

×

○ ○ ○

×

×○

×

は
に

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

×

○ ○ ○

×

×○

×

×

○
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

反復問題（練習） 1

(1) 0 から 8までの合計は，0＋ 1＋ 2＋ 3＋ 4＋ 5＋ 6＋ 7＋ 8＝ 36 です。

3人とも和は同じですから，3人とも，3まいのカードの和は，36 ÷ 3 ＝ 12 です。

よって，春子さんの持っている3まいのカードの和も，もちろん12です。

(2) (1)で，3人とも，3まいのカードの和は 12である

ことがわかりました。

また，2を持っているのは秋子さん，7を持って

いるのは春子さん，8を持っているのは夏子さんで

す。

ここで秋子さんに注目します。

（はじめから春子さんに注目すると，いろいろな

場合がありすぎて，解きにくいです。）

秋子さんの持っているカードを，2，ア，イとする

と，和が 12ですから，ア＋イは，12－ 2＝ 10 になり

ます。

ア＋イが 10になるような（ア，イ）の組は，数が

8までしかないことを考えれば，（2，8）か，（ 3，7）

か，（ 4，6）しかありえません。

しかし，8はすでに夏子さんが持っていることが

わかっているし，7はすでに春子さんが持っている

ことがわかっているので，秋子さんが持っている

カードは，（ 2，4，6）に決まります。

次に，春子さんに注目します。

春子さんの持っているカードを，ウ，エ，7とする

と，和が 12ですから，ウ＋エは，12－7＝5 になりま

す。

ウ＋エが 5になるような（ウ，エ）の組は，（ 0，5）

か，（ 1，4）か，（ 2，3）です。

しかし，4や 2は秋子さんが持っていることが

わかっていますから，春子さんが持っているカード

は，（ 0，5，7）に決まります。

春子

夏子

秋子

7

8

2 ア イ

和
12

12

12

春子

夏子

秋子

7

8

2 4 6

和
12

12

12

春子

夏子

秋子

7

8

2

12

12

12

春子

夏子

秋子

7

8

2 4 6

和
12

12

12

春子

夏子

秋子

7

8

2 4 6

和
12

12

12

ウ エ

0 5
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

反復問題（練習） 2 (1)

①で，「ＢはＡより 11小さく」→ＡとＢでは，Ｂの方が小さい。

「（Ｂは）Ｃよりも 3小さい」→ＢとＣでは，Ｂの方が小さい。

ということがわかりますから，Ａ，Ｂ，Ｃのうち，もっとも小さいのはＢです。

そこで，Ｂをもとにして，線分図を書いていきます。

①で，「ＢはＡよりも 11小さい」と書いてあった

ので，ＡをＢよりも 11だけ長くします。

また，「（Ｂは）Ｃより 3小さい」と書いてあった

ので，ＣをＢよりも 3だけ長くします。

②で，「ＥはＣよりも 2小さい」と書いてありま

したが，ＣはＢよりも 3長いのですから，ＥはＢよ

りも，3－2＝ 1 だけ長くなります。

③で，「ＡとＤの差と，ＤとＥの差は等しい」と

書いてありました。

Ｄは，ＡとＥのまん中になります。

ＡはＥよりも 11－1＝10大きいので，

ＤはＥよりも 10÷2＝5だけ大きいです。

よって，ＤとＥの差は 5です。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

11

3

1

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

11

3

1

10

1 5 5
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

反復問題（練習） 2 (2)

ＥはＢよりも 1大きいです。

ＤはＥよりも 5大きいことが(1)でわかったので，

ＤはＢよりも，1＋5＝ 6大きいです。

④で，Ｃ，Ｄ，Ｅの和は 70であることがわかって

いるので，右のような線分図になります。

Ｂは，(70－3－6－1)÷3＝ 20です。

ＡはＢよりも11大きいので，20＋11＝ 31です。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

11

6

3

70

1
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

反復問題（練習） 3

(1) たて，横，ななめにならんでいる3つの数の和は

どれも等しいので，右の表のワクでかこんだ，

「2.7＋1＋イ」つまり「3.7＋イ」と，

「1.6＋ア＋イ」は，等しいです。

てんびんにすると，右の図のようになります。

左と右の両方の皿にイが乗っているので，そーっと

両方の皿からイをおろすと，右の図のようになります。

左側の皿は 3.7なので，右側の皿も 3.7です。

よってアは，3.7－1.6＝ 2.1です。

(2) たて，横，ななめにならんでいる3つの数の和を，「和」と表すことに

します。

このような魔方陣では，まん中の数（右図の☆）は，「和」の平均に

なっています。まず，その理由を説明します。

☆を使った和は，右の表のように 4つあります。 Ａ＋☆＋Ｈ＝「和」

この 4つの式をすべて加えると， Ｂ＋☆＋Ｇ＝「和」

Ｃ＋☆＋Ｆ＝「和」

Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ＋☆☆☆☆＝「和和和和」 Ｄ＋☆＋Ｅ＝「和」

となります。ところで，「Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ＋☆」は，「和和和」で

すから，☆☆☆＝「和」となり，☆＝「和」÷ 3 ですから，☆は「和」の平均になり

ます。

(1)で，まん中の数は 2.1であることがわかりました。

よって，「和」は，2.1×3＝6 .3 です。

2.7＋1＋イ＝6.3 ですから，イ＝6.3－2.7－1＝ 2.6です。

2.7＋ウ＋1.6＝6.3 ですから，ウ＝6.3－2.7－1.6＝2 です。

ウ＋2.1＋エ＝6.3 ですから，エ＝6.3－ウ－2.1＝6.3－2－2.1＝2.2 です。

1＋2.1＋オ＝6.3 ですから，オ＝6.3－1－2.1＝3.2 です。

1.6＋オ＋カ＝6.3 ですから，カ＝6.3－1.6－オ＝6.3－1.6－3.2＝1.5 です。

イ，ウ，エ，オ，カは，それぞれ 2.6，2，2.2，3.2，1.5 です。

Ａ Ｂ Ｃ

☆ Ｅ

Ｆ

Ｄ

ＨＧ

2.7 1 イ

ア エ

1.6

ウ

カオ

2.7 1 イ

ア エ

1.6

ウ

カオ

イ イア3.7 1.6

ア3.7 1.6

2.7 1 イ

2.1 エ

1.6

ウ

カオ
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

反復問題（練習） 4

(1) 4 人とも正しいことを行っているのですから，Ａ君は 1 ，Ｄ君は 4 を持っています。

Ｃ君が持っているカードは 1 でも 3 でもないので，Ｃ君は 2 か 4 を持っています。

4 を持っているのはＤ君ですから，Ｃ君は 2 を持っていることになります。

Ｂ君は，残りのカードである 3 を持っていることになり，Ｃ君が持っている 2 よ

りも大きい数なので，Ｂ君が行っていることも正しいです。

よって，Ｂ君，Ｃ君が持っているカードは，それぞれ 3， 2 です。

(2) このような問題を解くには，手間がかかります。

Ａ君，Ｂ君，Ｃ君，Ｄ君のうち，だれがうそをついているかがわからないので，Ａ

君がうそをついている場合，Ｂ君がうそをついている場合，……と，すべての人につ

いて場合分けをしなければならないから，手間がかかるのです。

Ａ君がうそをついている場合，他の 3人の発言は正しいので，Ｄ君は 4 を持ってい

ます。

Ｃ君が持っているカードは 1 でも 3 でもないので，Ｃ君は 2 か 4 を持っています。

4 を持っているのはＤ君ですから，Ｃ君は 2 を持っていることになります。

Ｂ君はＣ君よりも大きい数がかかれたカードを持っているので，Ｂ君は 3 か 4 を

持っているはずですが，Ｄ君が 4 を持っているのですから，Ｂ君は 3 を持っていま

す。

Ａ君は残っているカードである 1 を持っていることになりますが，するとＡ君が言

っていることは本当なので，おかしいです。

よって，うそをついているのはＡ君ではないことがわかりました。

Ｂ君がうそをついている場合，他の 3人の発言は正しいので，Ａ君は 1 を，Ｄ君は

4 を持っています。

Ｃ君が持っているカードは 1 でも 3 でもないので，Ｃ君は 2 か 4 を持っています。

4 を持っているのはＤ君ですから，Ｃ君は 2 を持っていることになります。

Ｂ君は残っているカードである 3 を持っていることになり，Ｃ君よりも大きい数が

書かれています。

Ｂ君が言っていることは本当になり，おかしいです。

よって，うそをついているのはＢ君ではないことがわかりました。

（次のページへ）
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

Ｃ君がうそをついている場合，Ａ君は 1 を，Ｄ君は 4 を持っています。

Ｃ君はうそをついているので，Ｃ君が持っているカードは 1 か 3 です。

1 を持っているのはＡ君ですから，Ｃ君は 3 を持っていることになります。

Ｂ君は残っているカードである 2 を持っていることになり，Ｃ君が持っているカー

ドの数より小さいので，Ｂ君が言っていることがうそになります。

よって，うそをついているのはＣ君ではないことがわかりました。

最後に，Ｄ君がうそをついている場合について考えます。

Ｄ君が持っているカードは 4 ではないことになり，Ａ君は 1 を持っているので，

4 を持っているのはＢ君，Ｃ君のどちらかです。

Ｂ君はＣ君よりも大きい数がかかれたカードを持っているのですから，Ｂ君の方が

4 を持っていることになります。

Ｃ君が持っているカードは 1 でも 3 でもなく， 4 でもないのですから， 2 です。

Ｄ君が持っているのは，残っているカードである 3 です。

よって，Ａ君，Ｂ君，Ｃ君，Ｄ君が持っているのは，それぞれ 1 ， 4 ， 2 ， 3 に

なります。
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

反復問題（練習） 5

全部で 5問ありますから，全部正解したら 5点

です。

Ｅさんは 5点だったのですから，全部正解しま

した。

よって，Ｅさんの答えを求めるということは，

正解を求めることと同じです。

①～⑤の問題の正解は何なのか，すじ道立

ててしっかり考えていきましょう。

まず，Ｄさんについて考えます。

Ｄさんは 0点だから，全部まちがっています。

全部まちがった人のことを考えてもムダだと思

うかも知れませんが，逆に，すごく大切なことが

わかるのです。

それは，｢Ｄさんの答えは，すべて正解では

ない。」ということです。

たとえば，Ｄさんは①では「イ」と答えています。

そのことから，①の正解は，「イ」ではないことがわかるのです。

Ｄさんの答えは，すべて正解ではないことが

わかったので，Ｄさんの答えに，すべて×を書

きこみます。

（次のページへ）
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

ということは，Ｄさんと同じ答えを書いて

しまったのはすべて×になり，右の表のよう

になります。

次に，右の表の★と☆の部分に注目します。

もし④の正解がイだとしたら，★の部分で

ＢさんもＣさんも 1点をもらうことができます。

ＢさんとＣさんの得点は 1点ですから，④以外

の問題はＢさんもＣさんもすべてまちがったこと

になります。

③の問題も，ＢさんもＣさんもまちがったので

すから，☆の部分を見て，③の正解はイでもアで

もありません。

ところがＤさんの結果から，③の正解はウでもないのですから，③の正解がなくなっ

てしまうという，おかしいことになります。

おかしいことになった理由は，④の正解がイだとしたことにあります。

よって④の正解はイではなく，Ｄさんの結果からウでもないのですから，④の正解は

アになります。

右の表のようになります。

次にＡさんに注目しましょう。

Ａさんの得点は 3点です。

ということは，Ａさんは 3問が正解で，2問を

まちがったことになります。

Ａさんは，すでに②と④の 2問がまちがって

いることがわかっていますから，①と③と⑤は

正解したことになります。

（次のページへ）
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

よって①，③，⑤の正解は，それぞれウ，ア，

ウになります。

Ｃさんに注目すると，Ｃさんの得点は1点で，

すでに③を正解して 1点をもらっているのです

から，他の問題は不正解だったはずです。

Ｃさんは②をウと答えましたが，それが不正解

なのですから，②の正解はアかイです。

しかし②の正解はアではないことがすでにわか

っているので，②の正解はイです。

右の表のようになり，Ｅさんの答えは，

ウ・イ・ア・ア・ウになります。

イ
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イ

問題
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3点
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

トレーニング① (1)

このような問題の場合は，文字の種類が少ない式の方から考えていきます。

Ａ－Ｃ＝Ｄ は，Ａ，Ｃ，Ｄの 3種類，Ｂ÷Ｃ＝Ｃは，Ｂ，Ｃの 2種類が登場していま

す。

よって種類の少ない方である，Ｂ÷Ｃ＝Ｃの方から考えていきます。

Ｂ÷Ｃ＝Ｃ ですから，Ｂ＝Ｃ×Ｃ です。

Ｃ＝ 1なら，Ｂ＝1×1＝ 1となり，ＢとＣが等しくなるのでダメです。

Ｃ＝ 2なら，Ｂ＝2×2＝ 4となり，ＯＫです。

Ｃが 3以上なら，Ｂは3×3＝ 9以上となるので，ダメです。

よって，Ｃ＝ 2，Ｂ＝ 4がわかりました。

残っている数は，1，3です。

Ａ－Ｃ＝Ｄ で，Ｃ＝ 2 ですから，Ａ－2＝Ｄです。

Ａ，Ｄは 1，3のいずれかですから，Ａを 3，Ｄを 1にして，3－2＝1となります。

よって，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは，それぞれ3，4，2，1です。
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

トレーニング① (2)

まず，Ａ×Ａ＝Ｄ の式から考えていきます。

Ａ＝ 1なら，Ｄ＝1×1＝ 1となり，ＡとＤが等しくなるのでダメです。

Ａ＝ 2なら，Ｄ＝2×2＝ 4となり，ＯＫです。

Ａ＝ 3なら，Ｄ＝3×3＝ 9となり，ＯＫです。

Ａが 3以上なら，Ｄは4×4＝ 16以上となるので，ダメです。

よって，（Ａ，Ｄ）は，（2，4）または（3，9）です。

まず，（Ａ，Ｄ）が（ 2，4）のときを考えます。

Ａ×Ｂ＝Ｃ×Ｄ は，2×Ｂ＝Ｃ× 4 となります。

Ｃ＝ 1のとき，2×Ｂ＝ 1× 4となり，Ｂ＝1×4÷2＝ 2となりますが，Ａが 2なので

ダメです。

Ｃ＝ 2は，Ａが 2なのでダメです。

Ｃ＝ 3のとき，2×Ｂ＝ 3× 4となり，Ｂ＝3×4÷2＝ 6となりますが，「Ｃ＋Ｅ＝Ｂ」

の式で，Ｂ＝ 6，Ｃ＝ 3なら，Ｅ＝Ｂ－Ｃ＝ 6－3＝ 3 となり，ＥはＣと同じになるので，

ダメです。

Ｃ＝ 4のときは，Ｄが4なのでダメです。

Ｃ＝ 5のときは，2×Ｂ＝ 5× 4 となり，Ｂ＝5×4÷2＝ 10 となり，9をこえるのでダ

メです。

Ｃが 6以上のときも，Ｃ＝ 5のときと同じようにダメです。

次に，（Ａ，Ｄ）が（ 3，9）のときを考えます。

Ａ×Ｂ＝Ｃ×Ｄ は，3×Ｂ＝Ｃ× 9 となります。

Ｃ＝ 1のとき，3×Ｂ＝ 1× 9となり，Ｂ＝1×9÷3＝ 3となりますが，Ａが 3なので

ダメです。

Ｃ＝ 2のとき，3×Ｂ＝ 2× 9となり，Ｂ＝2×9÷3＝ 6となり，「Ｃ＋Ｅ＝Ｂ」の式で，

Ｂ＝ 6，Ｃ＝ 2なら，Ｅ＝Ｂ－Ｃ＝6－2＝4 となり，ＯＫです。

Ｃ＝ 3は，Ａが 3なのでダメです。

Ｃ＝ 4のとき，3×Ｂ＝ 4× 9 となり，Ｂ＝4×9÷3＝ 12 となり，9をこえるのでダメ

です。

Ｃが 5以上のときも，Ｃ＝ 4のときと同じようにダメです。

よって，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅは，それぞれ 3，6，2，9，4です。
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

トレーニング② (1)

①で，Ａは 1位でも4位でもないので，Ａの 1位と 4位のところ

を×にします。

②で，ＢはＣの次にゴールしたので，Ｂが 1位になることはなく，

Ｃが 4位になることもありません。Ｂの 1位，Ｃの4位を×にしま

す。

③で，Ｄは 4位ではないので，Ｄの 4位を×にします。

4位のところをたてに見ると，Ａ，Ｃ，Ｄは 4位ではありません。

Ｂも 4位でなかったら，4位の人がいなくなります。

よって，Ｂが 4位です。

Ｂの 4位を○にして，Ｂが 4位であるということは，Ｂは 1位，

2位， 3位ではないので，Ｂの 1位， 2位， 3位のところを×にし

ます。（すでにＢの 1位は×になっていましたが。）

②で，ＢはＣの次にゴールしたのですから，Ｂが 4位なら，

Ｃが 3位です。

Ｃの 1位， 2位， 4位を×，Ａ，Ｂ，Ｄの3位を×にします。

（次のページへ）
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

Ａのところを横に見ると，Ａは 1位， 3位， 4位ではない

ので，Ａは 2位に決まります。

Ｄの 2位のところを×にします。

よって，Ｄは 1位になります。

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの順位は，それぞれ 2位， 4位， 3位， 1位

です。
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

トレーニング② (2)

①で，Ａは 3位か 4位なので，Ａの 1位と 2位のところを×に

します。

②で，Ｂは 1位ではないので，Ｂの 1位のところを×にします。

③で，ＤはＢの次にゴールしたのですが，Ｂは 2位， 3位， 4位の

いずれかですから，Ｄは 3位， 4位のいずれかです。

Ｄが 1位， 2位になることはないので，Ｄの 1位， 2位のところを

×にします。

1位のところをたてに見ると，Ａ，Ｂ，Ｄは 1位ではないので，

Ｃが 1位です。

Ｃの 1位のところを○にして，Ｃの 2位，3位，4位のところを

×にします。

2位のところをたてに見ると，Ａ，Ｃ，Ｄは 2位ではないので，

Ｂが 2位です。

Ｂが 2位なら，③で，ＤはＢの次にゴールしたのですからＤは 3位です。

残ったＡは，4位になります。

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの順位は，それぞれ 4位， 2位， 1位， 3位です。
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

トレーニング③ (1)

右の図のような数直線を書いて，

問題の内容を書きこんでいきます。

問題に，「ＡはＣより 5大きい」と

書いてあったので，Ａを右側に，

Ｃを左側にして，間を 5にします。

次に，「ＢはＤより 6小さい」と書いてありましたが，すでに図に書きこんであるのは

ＡとＣのみで，ＢやＤは書いてないので，とりあえず無視します。

次に，「ＣはＢよりも 3大きい」と

書いてあったので，Ｃよりも 3左側に，

Ｂを書きます。

次に，無視していた「ＢはＤより6小さい」

を考えます。

ＤはＢより 6大きいので，Ｂよりも 6右側

に，Ｄを書きます。

ＡとＤの差は，3＋5－6＝ 2です。

大きい小さい

大きい小さい

ＡＣ 5

大きい小さい

ＡＣＢ 3 5

大きい小さい

ＡＣ ＤＢ

6

3
5

大きい小さい

ＡＣ ＤＢ

6

3
5

2
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

トレーニング③ (2)

右の図のような数直線を書いて，

問題の内容を書きこんでいきます。

「ＡはＢより 12大きい」ので，Ａを

右側に，Ｂを左側にして，間を 12にしま

す。

「ＢはＤよりも 4小さい」ので，Ｂより

も4右側に，Ｄを書きます。

「ＡとＣの差は 5」で，Ａが最も大きい

のですから，ＣはＡよりも 5小さいです。

よって，Ａよりも 5左側に，Ｃを書きます。

ＣとＤの差は，12－(4＋5)＝ 3です。

大きい小さい

大きい小さい

ＡＢ

12

大きい小さい

ＡＤＢ

12

4

大きい小さい

ＡＤ ＣＢ

12

4 5

大きい小さい

ＡＤ ＣＢ

12

4 3 5
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

トレーニング③ (3)

右の図のような数直線を書いて，

問題の内容を書きこんでいきます。

「ＤはＣより 7大きい」ので，Ｄを

右側に，Ｃを左側にして，間を 7にしま

す。

「（Ｄは）Ｂより 2小さい」ので，Ｂを

Ｄよりも 2右側に書きます。

次に「ＡとＥの差は 8」と書いてありましたが，まだＡもＥも登場していないので，

とりあえず無視します。

次に「ＣとＥの差は 4」と書いてあって，

Ｃが最も小さいのですから，Ｃの 4右側に，

Ｅを書きます。

次に，無視していた「ＡとＥの差は 8」に

ついて考えます。

Ｃが最も小さいのですから，ＡをＥの8左

側に書くわけにはいきません。

ＡをＥの 8右側に書きます。

ＡとＢの差は，4＋8－(7＋2)＝ 3です。

大きい小さい

大きい小さい

ＤＣ 7

大きい小さい

ＤＣ 7
2
Ｂ

大きい小さい

Ｅ

ＤＣ

4

7
2
Ｂ

大きい小さい

Ａ

Ｅ

ＤＣ

84

7
2
Ｂ

大きい小さい

Ａ

Ｅ

ＤＣ

84

7
2 3
Ｂ
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

トレーニング④ (1)

右の表のように，勝敗を書きこむらんも作った方が

解きやすくなります。

Ｂは 2勝 1敗で，Ａとの試合で負けました。

逆に，ＡはＢに勝ったのですから，右の表のように

なります。

Ｂは 2勝 1敗で，その 1敗はＡに負けた1敗ですから，

ＢはＣに勝ち，ＢはＤにも勝ったことになります。

右の表のようになりました。

ところで，勝ち数が同じチームはなかったのですから，

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの勝ち数は，3勝，2勝，1勝，0勝のいず

れかです。

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄのうち，どれかのチームは 3勝 0敗だっ

たはずですが，Ｃはすでに 2敗，Ｄもすでに 1敗している

のですから，3勝 0敗の可能性があるのは，Ａだけです。

よって，ＡはＣにもＤにも勝って3勝0敗です。

逆に，ＣはＡに負けてＤもＡに負けたのですから，

右のような対戦表になります。

に
は

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

×

○

勝敗

に
は

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

○

×

×

○

勝敗

2勝1敗

に
は

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

○

× ○ ○

× ×

× ○

勝敗

2勝1敗

に
は

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

○ ○ ○

× ○ ○

× × ×

× × ○

勝敗

3勝0敗

2勝1敗

1勝2敗

0勝3敗
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

トレーニング④ (2)

右の表のように，勝敗を書きこむらんも作った方が

解きやすくなります。

Ｂは 2勝 2敗で，Ａ，Ｄとの試合で勝ちました。

ＢはＣ，Ｅの試合で負けました。

逆に，ＡはＢに負け，ＤもＢに負け，ＣはＢに勝ち，

ＥもＢに勝ちました。

右の表のようになります。

ところで，勝ち数が同じチームはなかったのですから，

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの勝ち数は，4勝，3勝，2勝，1勝，

0勝のいずれかです。

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅのうち，どれかのチームは 4勝 0敗

です。

Ａはすでに 2敗しており，Ｄもすでに 1敗しています。

Ｃは 3勝 1敗であると問題に書いてありましたから，

4勝 0敗の可能性があるのは，Ｅだけです。

よってＥはＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄにすべて勝ち，逆にＡ，Ｂ，

Ｃ，Ｄは，Ｅに負けたことになります。

Ｃは 3勝 1敗でしたが，その 1敗はＥに負けた 1敗です。

よってＣはＡに勝ったことになり，逆にＡはＣに負け

ました。

よって右のような対戦表になります。

に
は

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 勝敗

Ｅ

Ｅ

×

○

に
は

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 勝敗

Ｅ

Ｅ

××

○

○

○

○

×

× ×○ 2勝2敗

に
は

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 勝敗

Ｅ

Ｅ

×× ×

×

○

○

○

○

○

×

○ ○

× ×○

×

2勝2敗

3勝1敗

4勝0敗

に
は

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 勝敗

Ｅ

Ｅ

×× × ×

×

○

○

○

○

○

○

×

○

×

○

× ×○

×○

0勝4敗

2勝2敗

3勝1敗

1勝3敗

4勝0敗
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

実戦演習①

右の筆算の一の位に注目しましょう。

Ｂ×Ｂの一の位が， 9になっています。

1×1＝1，2×2＝3，……と計算していくと，一の位が 9になるのは，3×3＝9と，

7×7＝ 49 です。

よって，Ｂは 3か 7です。

Ｂ＝ 3のとき，3×Ａの一の位は 8です。

そのようなＡは，3×6＝ 18のときのＡですから，6です。

右のような筆算になるので，Ｃは1です。

Ｂ＝ 7のときは，7×7＝ 49ですから，十の位に4くり上がります。

よって，7×Ａの一の位は 4くり上がっていて 8ですから，

7×Ａの一の位は，8－4＝ 4です。

そのようなＡは，7×2＝ 14のときのＡですから，2です。

右のような筆算になるので，Ｃは1です。

これで，Ｂ＝ 3のとき，Ａ＝6で，Ｃ＝ 1です。

Ｂ＝ 7のとき，Ａ＝2で，Ｃ＝ 1であることがわかりました。

右の筆算において，Ａは 6か 2です。

Ａ＝ 6のとき，右の筆算のようになります。

Ｅ＝8－6＝ 2です。

右のようになり，Ｄは 1か 2ですが，Ｅがすでに2で，Ｃがすでに 1です

から，これはダメです。

（次のページへ）

×
ＡＢ
Ｂ

Ｃ 8 9

×
Ａ 3
3

Ｃ 8 9

×
6 3
3

1 8 9

×
Ａ 7
7

Ｃ 8 9

×
2 7
7

1 8 9

－
ＡＥＥ
ＤＦＡ
8Ｄ 8

－
6ＥＥ
ＤＦ 6
8Ｄ 8

－
6 2 2
ＤＦ 6
8 Ｄ 8
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

Ａ＝ 2のとき，右の筆算のようになります。

Ｅ＝8－2＝ 6です。

右のようになり，Ｄは 5か 6ですが，Ｅがすでに6なので，Ｄは 5です。

右のようになり，Ｆは 9でＯＫです。

よって，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆはそれぞれ，2，7，1，5，6，9です。

－
2ＥＥ
ＤＦ 2
8Ｄ 8

－
2 6 6
ＤＦ 2
8Ｄ 8

－
2 6 6
5 Ｆ2
8 5 8
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

実戦演習②

(1) 1 から 9までの和は，1＋2＋3＋4＋5＋6＋7＋8＋9＝ 45

です。

ところで，「アイウエ」，「エオカキ」，「キクケア」の

合計はどれも 21になるのですから，全部で，21×3＝ 63

です。

なぜ 45にならずに63になっているかというと，

ア，エ，キがダブッているからです。

よって，ア＋エ＋キ は，63－45＝ 18です。

アは 7，エは 8ですから，キは，18－(7＋8)＝ 3です。

(2) わかった整数を図の中に書いていくと，右の図の

ようになります。

直線で結ばれた 4つの整数の和は 21ですから，

オは 21－(8＋6＋3)＝ 4です。

また，7＋イ＋ウ＋8＝21 ですから，

イ＋ウ＝21－(7＋8)＝ 6です。

3＋ク＋ケ＋7＝ 21 ですから，ク＋ケ＝21－(3＋7)＝ 11です。

右の図のようになり，まだ使っていない整数は，

1，2，5，9です。

イ＋ウ＝ 6ですから，

（イ，ウ）＝（ 1，5），または（ 5，1）です。

ク＋ケ＝ 11ですから，

（ク，ケ）＝（ 2，9），または（ 9，2）です。

ウがケより大きいのですから，（イ，ウ）＝（ 1，5），（ク，ケ）＝（ 9，2）です。

よって，ウ＝ 5，ケ＝2です。

エ オ カ キ

ウ

イ

ア

ク

ケ

８ オ ６ ３

ウ

イ

７

ク

ケ

８ ４ ６ ３

ウ

イ

７

ク

ケ６ １１
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

実戦演習③

Ａ君の言っていることから，Ａ君が 1位か 2位になることは

ありません。

Ｂ君の言っていることから，Ｂ君は 4位か 5位です。

Ｂ君が 1位，2位，3位，6位，7位になることはあり

ません。

Ｃ君の言っていることから，Ｃ君は 1位ではありません。

また，Ｅ君は 7位ではありません。

Ｄ君の言っていることから，Ｄ君は 7位ではありません。

また，Ｇ君は 1位ではありません。

（次のページへ）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

×

Ｅ

Ｆ

Ｇ

５ ６ ７

×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

×

Ｅ

Ｆ

Ｇ

５ ６ ７

×

× × × × ×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

×

Ｅ

Ｆ

Ｇ

５ ６ ７

×

× × × × ×

×

×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

×

Ｅ

Ｆ

Ｇ

５ ６ ７

×

× × × × ×

×

×

×

×
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

Ｅ君の言っていることから，Ｅ君は 1位，2位，3位では

ありません。

Ｆ君の言っていることから，Ｅ君は 4位，5位，6位の

いずれかですから，Ｆ君は 5位，6位，7位のいずれかで

す。

1位のところをたてに見ると，Ｄ君が 1位になります。

Ｄ君の 1位のところに○をつけ，2位から 7位のところに

×をつけます。

もう一度Ｃ君の発言にもどると，Ｃ君はＥ君に負けたと

言っていて，Ｅ君は 4位，5位，6位のいずれかですから，

Ｃ君は 5位，6位，7位のいずれかです。

よってＣ君の 2位，3位，4位のところを×にします。

2位のところをたてに見ると，Ｇが 2位であることが

わかります。

（次のページへ）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

×

Ｅ

Ｆ

Ｇ

５ ６ ７

×

× × × × ×

×

×

× × × ×

×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

×

Ｅ

Ｆ

Ｇ

５ ６ ７

×

× × × × ×

×

×

× × × ×

× × × ×

×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

×

Ｅ

Ｆ

Ｇ

５ ６ ７

×

× × × × ×

×

○ × × × × × ×

× × × ×

× × × ×

×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

×

Ｅ

Ｆ

Ｇ

５ ６ ７

×

× × × × ×

× × × ×

○ × × × × × ×

× × × ×

× × × ×

×
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

Ｇ君の 2位のところに○をつけ，Ｇ君の 2位以外の順位の

ところに×をします。

3位のところをたてに見ると，Ａ君が 3位であることが

わかります。

Ａ君の 3位のところに○をつけ，Ａ君の 3位以外の順位の

ところに×をします。

まだ確定していないのは，Ｂ，Ｃ，Ｅ，Ｆ君です。

残っている順位は，4位，5位，6位，7位です。

Ｃ君はＥ君に負け，Ｆ君はＥ君の次にゴールしたので，Ｅ君はＣ君とＦ君には勝って

います。

よってＥ君は 6位になることはありません。

Ｅ君は 4位か 5位です。

ところで，Ｂ君も 4位か 5位でした。

よって，「Ｂ君が 4位でＥ君が 5位」か，

「Ｂ君が 5位でＥ君が4位」です。

しかし，Ｆ君はＥ君の次にゴールしたのですから，

もしＥ君が 4位だとしたら，Ｆ君が 5位になり，Ｂ君も 5位なのでおかしいです。

よって，Ｂ君が 4位，Ｅ君が5位，Ｆ君はＥ君の次に

ゴールしたので 6位，残ったＣ君が 7位です。

右の表のように順位が決まりました。

Ａ君，Ｂ君，Ｃ君，Ｄ君，Ｅ君，Ｆ君，Ｇ君の順位は，

それぞれ 3位，4位，7位，1位，5位，6位，2位になり

ます。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

×

Ｅ

Ｆ

Ｇ

５ ６ ７

×

× × × × ×

× × × ×

○ × × × × × ×

× × × ×

× × × ×

○× × × × × ×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

× ×

Ｅ

Ｆ

Ｇ

５ ６ ７

×× ×× ○

× × × × ×

× × × ×

○ × × × × × ×

× × × ×

× × × ×

○× × × × × ×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

× ×

Ｅ

Ｆ

Ｇ

５ ６ ７

×× ×× ○

× × × × ×

× × × ×

○ × × × × × ×

× × ×

× × × × ×

○× × × × × ×

× ×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

× ×

Ｅ

Ｆ

Ｇ

５ ６ ７

×× ×× ○

× × × ○ × × ×

× × × × × × ○

○ × × × × × ×

× × × ○× × ×

× × × ○× × ×

○× × × × × ×
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

実戦演習④ (1)

勝ち点のとり方は，勝ったときに3点か，あいこのときに 1点かのどちらかです。

Ａは 6点なので，2回勝って 1回負けたはずです。

Ｂは 1点なので，あいこが 1回のみ，よってあと2回は負けです。

Ｃは 3点なので，「1回勝って 2回負け」たか，あるいは「 3回ともあいこ」かの

どちらかです。

Ｄは 7点なので，2回勝って 1回あいこです。

対戦表は，右の表のようになります。

Ｃがもし 3回ともあいこだったとし

たら，ＣはＡ，Ｂ，Ｄのすべての人と

のジャンケンであいこだったことにな

るので，逆に考えるとＡ，Ｂ，Ｄは，

Ｃとあいこになったはずです。

しかし，Ａは 2勝 1敗 0分ですから，Ａがあいこになったことはなく，おかしいです。

よってＣは 1勝 2敗 0分であることがわかりました。

この表を見ると，あいこがあったのは，ＢとＤです。

よって，Ｂ対Ｄのジャンケンだけが，あいこになっ

たことがわかり，答えは△になります。

に
は

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 勝敗

2勝1敗0分

0勝2敗1分

2勝0敗1分

1勝2敗0分 または 0勝0敗3分

に
は

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 勝敗

2勝1敗0分

0勝2敗1分

2勝0敗1分

1勝2敗0分
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

実戦演習④ (2)

(1)で，右の対戦表のようになったことがわかりました。

Ｂは 0勝 2敗 1分なので，Ｄとのジャンケン以外は負け

ました。

Ｄは 2勝 0敗 1分なので，Ｂとのジャンケン以外は勝ち

ました。

右の対戦表のようになります。

また，ＢはＡに負けたのでＡはＢに勝ち，

ＢはＣに負けたのでＣはＢに勝ちました。

ＤはＡに勝ったのでＡはＤに負け，

ＤはＣに勝ったのでＣはＤに負けました。

Ｃ対Ｄのジャンケンは，Ｄが勝ったことがわかりました。

に
は

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 勝敗

2勝1敗0分

0勝2敗1分

2勝0敗1分

1勝2敗0分

△

△

に
は

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 勝敗

2勝1敗0分

0勝2敗1分

2勝0敗1分

1勝2敗0分

△

△

× ×

○ ○

に
は

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 勝敗

2勝1敗0分

0勝2敗1分

2勝0敗1分

1勝2敗0分

△

△

× ×

○ ○

×

×

○

○
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演習問題集４下第７回 くわしい解説

実戦演習④ (3)

(2)までで，右のような対戦表になったことが

わかっています。

Ａは 2勝 0敗 1分なので，Ｃとのジャンケンに勝って

います。

逆に，ＣはＡとのジャンケンで負けました。

Ａ対Ｃのジャンケンは，Ａが勝ったことがわかりま

した。

に
は

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 勝敗

2勝1敗0分

0勝2敗1分

2勝0敗1分

1勝2敗0分

△

△

× ×

○ ○

×

×

○

○

に
は

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 勝敗

2勝1敗0分

0勝2敗1分

2勝0敗1分

1勝2敗0分×

○

△

△

× ×

○ ○

×

×

○

○


